
電子顕微鏡技術認定：一級技士Ⅲ 生物試料作製実技試験について

公益社団法人日本顕微鏡学会 電子顕微鏡技術認定委員会

Ⅰ．審査課題： 過去１年以内に全ての過程を受験者自身で取扱った試料の超薄切片、撮影ネガフィルム、六ツ切印画紙に引伸し焼付けた写真
（ヒト試料など依頼検体の場合、前固定については施設等で慣習の固定法でよいが、その条件を明記すること）

Ⅱ．提出物と郵送方法

提出物および同封するもの

１． 超薄切片 グリッド１枚または２枚

２． 「試料（超薄切片）の説明書」 １枚または２枚
（様式１）

３． 提出切片を撮影したネガフィルム ３枚
（×1,000、×10,000、×50,000 各１枚）

４． 六ツ切印画紙に引伸し焼付けた写真 ３枚
（引伸率、×2.5）

５． 「ネガフィルム・印画紙の説明書」 ３枚
（様式２Ａ）

６． 受験証（コピーを保存のこと） ※

７． 受験者の宛名を記入、92円切手を貼った
定形封筒（23.5 cm×12 cm） １枚

注意： １，３，４ については別紙
「受験者への注意」に示すとおりとする

※ 一級技士Ⅰ・Ⅱ受験で受験証を使用する
場合はコピーを提出すること

グリッドを小さいカプセルに入れ、厚手白紙（6 cm×4 cm）にセロテープ等で固定する
余白に受験番号、撮影倍率を記入する（カプセルがつぶれないように注意すること）

封筒（23.5 cm×12 cm）に入れ
表に「試料」と明記し、受験番号を記入する

フィルム撮影・印画紙焼付を行う受験者

Ⅲ．注意
１） 試料は１種類とする。ただし高倍率用については別の切片であってもよい。この場合、その切片を追加提出すること。
２） 過去の受験でいずれかの倍率が合格になっている場合は、その通知のコピーを同封すること。
３） 提出物と受験料は返却しない。
４） ヒト試料等、利用に制約のあるものを本試験に提出する場合は、必ず事前に所属事業所または所属長の許可を得ておくこと。

（所定の事項を記入すること）

ネガフィルムは、隅の透明部分に受験番号、
撮影倍率を記入し、一枚ずつネガ袋に入れ、
袋にも同様に記入する

封筒（23.5 cm×12 cm）に入れ
受験番号を記入する

写真説明書（様式２Ａ）に所定の事項を記入し
写真に添付する

提出期限（厳守）： 2017年10月2日～10月20日

送り先〒162-0814
東京都新宿区新小川町4-21 光風ビル401

公益社団法人 日本顕微鏡学会
電子顕微鏡技術認定委員会
試料作製実技試験 係

合否の発表
2018年1月上旬までに
本人宛郵送通知する

提出物 １～７はレターパックライトを
使用して下記宛に郵送する



電子顕微鏡技術認定：一級技士Ⅲ 生物試料作製実技試験について

公益社団法人日本顕微鏡学会 電子顕微鏡技術認定委員会

Ⅰ．審査課題： 過去１年以内に全ての過程を受験者自身で取扱った試料の超薄切片、撮影画像ファイル、写真用光沢紙に印刷した写真
（ヒト試料など依頼検体の場合、前固定については施設等で慣習の固定法でよいが、その条件を明記すること）

Ⅱ．提出物と郵送方法

提出物および同封するもの

１． 超薄切片 グリッド１枚または２枚

２． 「試料（超薄切片）の説明書」 １枚または２枚
（様式１）

３． 提出切片を撮影した画像ファイル ３種
（狭・中・広域、各１視野）
ただし画像処理を行った場合には
処理前と処理後のファイルを提出する

４． Ａ４ 写真用光沢紙に印刷した写真 ３枚
（300 dpi 以上、狭・中・広域 各 １枚）

５． 「デジタル画像ファイル・
デジタル印刷写真の説明書」 ３枚
（様式２B）

６． 受験証（コピーを保存のこと） ※

７． 受験者の宛名を記入、92円切手を貼った
定形封筒（23.5 cm×12 cm） １枚

注意： １，３，４ については別紙
「受験者への注意」に示すとおりとする

※ 一級技士Ⅰ・Ⅱ受験で受験証を使用する
場合はコピーを提出すること

グリッドを小さいカプセルに入れ、厚手白紙（6 cm×4 cm）にセロテープ等で固定する
余白に受験番号、撮影倍率を記入する（カプセルがつぶれないように注意すること）

封筒（23.5 cm×12 cm）に入れ
表に「試料」と明記し、受験番号を記入する

提出物 １～７はレターパックライトを
使用して下記宛に郵送する

デジタル撮影を行う受験者

Ⅲ．注意
１） 試料は１種類とする。ただし高倍率用については別の切片であってもよい。この場合、その切片を追加提出すること。
２） 過去の受験でいずれかの倍率が合格になっている場合は、その通知のコピーを同封すること。
３） 提出物と受験料は返却しない。
４） ヒト試料等、利用に制約のあるものを本試験に提出する場合は、必ず事前に所属事業所または所属長の許可を得ておくこと。

（所定の事項を記入すること）

画像ファイルは撮影視野ごとにフォルダに分け
無地の CD/DVD またはSDカード(標準サイズ)
に記録する
CD/DVD 表面には受験番号を記入する

ケース（不織布可）に入れ
ケース表面に受験番号を記入する

写真説明書（様式２B）に所定の事項を記入し
印刷写真に添付する

合否の発表
2018年1月上旬までに
本人宛郵送通知する

提出期限（厳守）： 2017年10月2日～10月20日

送り先〒162-0814
東京都新宿区新小川町4-21 光風ビル401

公益社団法人 日本顕微鏡学会
電子顕微鏡技術認定委員会
試料作製実技試験 係



電子顕微鏡技術認定：一級技士Ⅲ 生物試料作製実技試験について

公益社団法人日本顕微鏡学会 電子顕微鏡技術認定委員会

Ⅰ．審査課題： 過去１年以内に全ての過程を受験者自身で取扱った試料の超薄切片、撮影ネガフィルム、フィルムスキャン像ファイル、写真用光沢紙に印刷した写真
（ヒト試料など依頼検体の場合、前固定については施設等で慣習の固定法でよいが、その条件を明記すること）

Ⅱ．提出物と郵送方法

提出物および同封するもの

１． 超薄切片 グリッド１枚または２枚

２． 「試料（超薄切片）の説明書」 １枚または２枚
（様式１）

３． 提出切片を撮影したネガフィルム ３枚
（×1,000、×10,000、×50,000 各１枚）

４． フィルムスキャン像ファイル ３種
ただし画像処理を行った場合には
処理前と処理後のファイルを提出する

５． Ａ４ 写真用光沢紙に印刷した写真 ３枚
（引伸率、×2.5 相当）

６． 「ネガフィルム・
デジタル印刷写真の説明書」 ３枚
（様式２Ｃ）

７． 受験証（コピーを保存のこと） ※

８． 受験者の宛名を記入、92円切手を貼った
定形封筒（23.5 cm×12 cm） １枚

注意： １，３，４，５ については別紙
「受験者への注意」に示すとおりとする

※ 一級技士Ⅰ・Ⅱ受験で受験証を使用する
場合はコピーを提出すること

グリッドを小さいカプセルに入れ、厚手白紙（6 cm×4 cm）にセロテープ等で固定する
余白に受験番号、撮影倍率を記入する（カプセルがつぶれないように注意すること）

封筒（23.5 cm×12 cm）に入れ
表に「試料」と明記し、受験番号を記入する

Ⅲ．注意
１） 試料は１種類とする。ただし高倍率用については別の切片であってもよい。この場合、その切片を追加提出すること。
２） 過去の受験でいずれかの倍率が合格になっている場合は、その通知のコピーを同封すること。
３） 提出物と受験料は返却しない。
４） ヒト試料等、利用に制約のあるものを本試験に提出する場合は、必ず事前に所属事業所または所属長の許可を得ておくこと。

（所定の事項を記入すること）

ネガフィルムは、隅の透明部分に受験番号、
撮影倍率を記入し、一枚ずつネガ袋に入れ、
袋にも同様に記入する

封筒（23.5 cm×12 cm）に入れ
受験番号を記入する

写真説明書（様式２Ｃ）に所定の事項を記入し
印刷写真に添付する

合否の発表
2018年1月上旬までに
本人宛郵送通知する

フィルム撮影・スキャナ取得・プリンタ印刷を行う受験者

画像ファイルは撮影視野ごとにフォルダに分け
無地の CD/DVD またはSDカード(標準サイズ)
に記録する
CD/DVD 表面には受験番号を記入する

ケース（不織布可）に入れ
ケース表面に受験番号を記入する

提出期限（厳守）： 2017年10月2日～10月20日

送り先〒162-0814
東京都新宿区新小川町4-21 光風ビル401

公益社団法人 日本顕微鏡学会
電子顕微鏡技術認定委員会
試料作製実技試験 係

提出物 １～８はレターパックライトを
使用して下記宛に郵送する


